
令和 ４ 年 ５ 月 19 日

世羅町公共下水道
平成28年度　～　令和２年度　（5年間） 世羅町

下水道整備を行い、公共用水域の水質改善を図ることで快適な暮らしを実現する。

下水道処理人口普及率を7.0％（H28当初）から11.6％（Ｒ02末）に向上させる。

（H28当初） （H30末） （Ｒ02末）
下水道処理人口普及率

下水道を利用できる人口（人）／行政人口（人） 12.0%

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

  世羅町上下水道課において実施（学識経験者等への意見聴取については行わない） 令和２年度（事業終了後）

　　※今回の下水道事業については，評価指標が下水道処理人口普及率の向上であり達成度の判断基準が

　　　明確であることから，学識経験者等の意見を求めていない。

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接

事業及
び

事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接
施設種

別
（延長・面積等） H28 H29 H30 Ｒ01 Ｒ02

A-1 下水道 一般 世羅町 直接 － 380

小計 380

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 Ｒ01 Ｒ02

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 Ｒ01 Ｒ02

合計 0

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

町ホームページより公表

7.0% 10.0%

公表の方法

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

Ｂ

　　計画の成果目標（定量的指標）

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
656百万円 Ａ 656百万円 - Ｃ -

効果促進事業費の割合
0.0%

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

交付対象事業

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

甲世処理区（未普及） L＝5,551m A＝27ha φ150他 世羅町

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）工種 （延長・面積等）
市町村名

港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

下水道処理人口普及率を，7.5％（H27末）から9.8％（Ｒ02末）に向上させることができた。
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 12%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 平成30年災により、災害復旧が優先され、復旧工事に業者を取られ入札が不調が令和２年度

に差が出た要因 まで続き、当初目標値より実績値が少なくなったことによる。
最終実績値 10%

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

　引き続き、全国平均・広島県平均と比較して遅れている公共下水道の整備を早急に進め，下水道処理人口普及率の向上を図る。

指標①（下水道
処理人口普及
率）



（参考図面）

計画の名称 1 世羅町公共下水道

計画の期間 平成28年度　～　令和２年度　（5年間） 世羅町交付対象

下水道事業
Ａ-1 甲世処理区(未普及)

L=３,３９９ｍ A=22.7ｈａ φ150

Ａ-1

整備実施箇所

271.7h

107.7h


